
 
2020 年 3 ⽉ 

 
⼀般財団法⼈ ⽇本統計協会 

 
 

「統計学Ⅰ：データ分析の基礎」オフィシャル 
スタディノート（改訂第 2 版）購⼊者 各位 
 
 

修正箇所についてのご案内 
 

政府統計の総合窓⼝（e-Stat）の変更等に伴い下記箇所が変更になります。 
 

＊修正箇所 
① P95〜96 第４回 e-Stat の紹介 
② P97〜99 第５回 e-Stat の使い⽅（⼈⼝ピラミッドの作成） 
③ P103〜104-3 第７回 新たな取組の紹介 

＊第７回は２⾴追加し、枝番表⽰ 
④ P141 問 28 
⑤ P160〜161-3 問 28 解説 

＊解説は２⾴追加し、枝番表⽰ 
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第４回 e-Stat の紹介 

 

 ・政府統計の総合窓口       は全て

の政府統計を一元化して、ワンストップで国

民に提供する政府統計のポータルサイト 

・平成 20 年（2008 年）に統計局が中心となっ

て開発 

 ・e-Stat とは、 

 誰でも簡単に統計データを入手可能 

 各府省が公表する統計データを一元的に

提供 

 さまざまな機能を備えた政府統計のポー

タルサイト 

・e-Stat の主な機能 

 統計データを探す 

 統計データを活用する 

 統計データの高度利用 

 

https://www.e-stat.go.jp/ 

 

 【統計データを探す】 

・「すべて」は、登録されている全てのデータ

ベース、ファイルから統計データを探すこと

ができる． 

・「分野」は、分野ごとに分けた中から、統計

調査を探すことができる． 

・「組織」は、組織（各府省）名から、所管す

る統計調査を探すことができる． 

出典：国土地理院
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・「キーワード検索」は、目的の統計データを

検索ワードから探すことができる． 

・「その他の絞込」は、データ種別（データベ

ースやファイルの別）や統計名の五十音での

絞込みができる． 

 
 

【統計データを活用する】 

・「トレンド」は、主要な統計データをあら

かじめグラフ化して提供 

→統計データを簡単に確認したい場合

に便利 

・「地図」は、統計データを地図上に表示す

ることで、視覚的に把握しやすくなる機能

を提供 

→システム内に格納されている統計デ

ータに加え、ユーザ保有の統計データ

を使用した分析が可能 

・「地域」は、類似する地域を抽出して比較

する機能、項目ごとにランキング表示する

機能を提供 

→都道府県や市区町村の統計データを

比較するのに便利 

 

 

【統計データの高度利用】 

・「ミクロデータの利用」は、統計調査の調査

票情報であるミクロデータの提供及び活用

の推進を目指した「ミクロデータ利用ポータ

ルサイト miripo」を提供 

・「開発者向け」は、e-Stat においてデータベ

ースで提供している統計データを、機械判読

可能な形式で取得できるAPI機能や統計LOD

を提供 
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第５回  e-Stat の使い方（人口ピラミッドの作成） 

 

 ・e-Stat のデータベースを使用して、人口ピ

ラミッドを作成してみよう． 

 

・e-Stat のトップ画面から「分野」を選択 

・「人口・世帯」の中から「国勢調査」を選択

・画面左側の「データベース」を選択 

・「平成 27 年国勢調査」を選択 

・「人口等基本集計」を選択 

 
 

・表番号「00310」の「DB」ボタンを選択 

 

・データベースによる検索 

 「DB」ボタンからデータベースを利用す

ることができる． 

 データベース化されている統計表は、項

目を任意に選択し、表やグラフを作成す

ることができる． 

 「API」ボタンから、統計 API で利用す

る ID 情報を取得することができる． 

 ・表示するデータ量が多い場合は統計データ

が表示されないため、画面左側の「表示項目

選択」から、表示項目を絞る． 

・「全域・人口集中地区」は、「人口集中地区」

のチェックマークを外し、「全域」にチェッ

クマークがついていることを確認し、確定 
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 ・「年齢」は、全ての項目の中から「総数（年

齢）」、「年齢不詳」、「再掲」等を除くため、

まずは「全解除」をクリック 

・全てのチェックマークが外れたことを確認 

・「０歳」を選択後、下へスクロールし、「110

歳以上」を Shift キーを押しながら選択 

・複数項目の選択/解除の「選択」をクリック

・「０歳」から「110 歳以上」にチェックマーク

がついたことを確認し、確定 

 

 ・「男女別」は、「総数（男女別）」のチェック

マークを外し、「男」と「女」にチェックマ

ークがついていることを確認し、確定 

 
 

・「レイアウト設定」から、「行」に「年齢」、

「列」に「男女別」、「ページ上部（欄外）」

にそれ以外の項目を配置し、「設定して表示

を更新」をクリック 
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・結果表が表示される. 

・画面上部の「グラフ表示」から、グラフに切

り替える．  

・画面左側の「グラフ表示設定」から、グラフ

を人口ピラミッドに変更するための設定を

する. 

 ・「グラフの種類選択」は「人口ピラミッド」

を選択 

・「基準軸の選択」は「行」、「基準軸の並び順」

は「降順」に設定し、「設定して表示を更新」

をクリック 

 ・人口ピラミッドが表示される． 

・「ページ上部（欄外）」の「地域」のプルダウ

ンから表示する地域を変更できる． 

・作成したグラフは右上の「ダウンロード」か

らダウンロードすることができる． 
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第７回 新たな取組の紹介 

 

 ・統計局では、広く統計情報の利活用を促進す

るため、統計データの解説レポートの提供や

統計メールニュース、統計局公式 Facebook

の発信など、専門性を活かした多様な情報発

信を推進 

・情報発信の一つである、「統計ダッシュボー

ド」は、統計データの簡易な利活用のため、

主な統計データを加工して、グラフなどで分

かりやすく提供する Web サイト 

・約 5,000 系列の統計データを 17 分野に整理

して収録 

・よく利用されるデータは、あらかじめグラフ

化して提供 

 

 【統計ダッシュボードの主な機能】 

・データの経年変化や地域比較が簡単にでき

る． 

・グラフや統計データを探すことが簡単にで

きる． 

・収録している全データは統計 API で利用可 

 能 

 

https://dashboard.e-stat.go.jp/ 

 ・トップページには主要なグラフを表示し、最

新のデータや直近のデータの推移をグラフ

で確認できる． 

・様々なデータが分野ごとに色分けされてい

る． 

・「全てのグラフ」をクリックすると、掲載す

る全てのグラフが表示される. 
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・トップページに表示されているグラフのい

ずれかをクリックすると、時系列グラフが表

示される. 

・画面上部中央の「グラフの種類切り替えボタ

ン」をクリックすると、時系列グラフから地

域別グラフに切り替わる． 

・「地域別グラフ」は、都道府県、市区町村の

ほか、各国との比較が可能 

・「左の軸」と「右の軸」の「＋」マークから

グラフに表示するデータの追加・削除が可能

・項目名の右下の「i」ボタンをクリックする

と、用語の説明や出典元の情報を確認可能 

 

 ・都道府県のデータは、「マップ」タブから地

図表示が可能 

・データの推移はアニメーションで見ること

ができる． 

 ・「その他機能」には、グラフ上に数値や社会

事象の情報を表示する機能や、データのダウ

ンロード機能、お気に入り登録機能などがあ

る． 
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 ・「データで見る」は、系列選択や地域選択、

時間選択によりデータを指定すると、該当デ

ータを画面に表示したり、ダウンロードする

ことができる． 

・系列は分野からの選択のほか、フリーワード

を入力して検索することもできる． 

 ・「地域のレーダーチャート・ランキング機能」

は、調べたい地域のデータをレーダーチャー

トやランキング形式のグラフで表示するこ

とができる． 

・トップページの「地域の見える化」をクリッ

クし、「地域のレーダーチャート・ランキン

グ」をクリックすると、レーダーチャートの

画面が表示される． 

・データは偏差値に変換して表示 

  ・レーダーチャートに表示する項目は自由に

選択できる． 

・「他の項目から選択」をクリックし、「全ての

項目から選択」からレーダーチャートに表示

できる全ての項目を確認できる． 

・表示する項目は３項目以上、最大８項目まで

選択できる． 
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  ・レーダーチャートに表示したデータの地域

別順位を一覧形式で表示できる． 

・「グラフの種類」で「ランキング」をクリッ

 ク 

・画面右側の「グラフ範囲変更」のスライダー

をドラッグし、グラフの表示範囲を変更でき

る． 

・「数値」をクリックすると、グラフに表示さ

れた項目の数値を表示できる． 

 ・統計データとメタ情報の６種類の API 機能

を提供 

・利用登録不要で誰でも使用可能 

・定期的に大量にデータを利用する人に便利

な機能 
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問27 総務省統計局は、我が国の最も基本的かつ重要な統計や主要な経済指標となる統計を作成してい

るが、統計局が実施している統計調査および作成している統計に関する記述について、適切でない

ものを、次の a.～e. のうちから一つ選びなさい. 
 

a. 国勢調査は、我が国の人口に関する最も基本的かつ重要な統計調査であり、毎年、全国のお

よそ５分の１の世帯を対象に標本調査で行う. 
b. 経済センサスは、全国の全ての事業所・企業を対象として行われる全数調査である. 
c. 労働力調査の結果から、毎月、完全失業率が公表され、雇用指標として利用されている. 
d. 家計調査は、世帯ごとに家計収支を毎月把握しており、景気動向を消費面から把握する際に

用いられている. 
e. 小売物価統計調査の結果から、毎月、消費者物価指数（CPI）が作成され、物価の変動を捉

える代表的な統計として利用されている. 
 
問28 家計調査の都道府県庁所在市及び政令指定都市別の結果を品目別にみると、その地域の消費の特

徴が分かる．また、この結果を利用して地域振興に役立てている例もある． 

家計調査（二人以上の世帯）における 2019 年の品目分類の結果（１世帯当たり年間の支出金額）

から「アイスクリーム・シャーベット」について、e-Stat を使って調べてみよう． 

年間の支出金額が最も多いのはどこの市か． 

正しいものを、次の a.～e.のうちから一つ選びなさい． 

 

a. 札幌市 
b. 富山市 
c. 金沢市 
d. 岐阜市 
e. 那覇市 

 
問29 総務省統計局の実施している家計調査の調査方法の説明が以下に記してある. 

 
「家計調査は、全国の世帯を調査対象とした標本調査であり、層化３段抽出法（第１段―市町村、

第２段―単位区、第３段―世帯）により世帯を選定している.」 
 
家計調査における母集団と標本についての説明として、適切な組み合わせを、次の a.～e. のうちか

ら一つ選びなさい． 
 

a. 母集団は日本人全体、標本は全国の世帯 
b. 母集団は全国の世帯、標本は抽出された市町村 
c. 母集団は全国の世帯、標本は抽出された市町村の世帯全体 
d. 母集団は第２段で抽出された単位区の世帯全体、標本は第３段で抽出された世帯全体 
e. 母集団は全国の世帯、標本は第 3 段で抽出された世帯全体 
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問28 
 （正解）c 

（解説）e-Stat を実際に使って、データを調べてみよう．以下は探し方の一例. 

①e-Stat（https://www.e-stat.go.jp/）の「統計データを探す」の「分野」をクリック. 

②「企業・家計・経済」の「家計調査」をクリック. 

③家計調査の「データベース」をクリック. 

 
 
 
 
 
 
 
④家計収支編の二人以上の世帯の「年次」をクリック． 
⑤「品目分類」の「010 品目分類（平成 27 年改定）（総数：金額）」の「DB」ボタンをクリック． 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥統計表が表示されるので、画面左側の「表示項目選択」をクリックし、統計表に表示したい項目（※）

を絞り込む．（次の⑦～⑳参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

① 

② 
③ 

⑥ 

④ 

⑤ 
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⑦「表章項目」の「項目を選択」をクリックし、「金額」にチェックマークがついていることを確認. 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧「品目分類（27 年改定）」の「項目を選択」をクリックし、⑨「全解除」をクリック． 
⑩項目検索に「アイスクリーム」（あるいは「シャーベット」）と入力し、虫眼鏡ボタンをクリック. 
⑪「356 アイスクリーム・シャーベット」が表示されるので、□をクリックし、チェックマークを 
つける． 

⑫「確定」をクリック. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪ 

⑫ 

⑧

⑦ 

⑩ 

⑨ 
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⑬「世帯区分（年次－二人以上の世帯）」の「項目を選択」をクリックし、「二人以上の世帯（2000 年

～）」以外のチェックマークを外す． 
⑭「確定」をクリック． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮「地域区分」の「項目を選択」をクリックし、「全国」のみチェックマークを外す． 
⑯「確定」をクリック.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑰「時間軸（年次）」の「項目を選択」をクリックし、⑱「全解除」をクリック． 
⑲「2019 年」を選択し、チェックマークをつける． 
⑳「確定」をクリック． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑬

⑯

⑮

⑱

⑳ 

⑲

⑭ 

⑰
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㉑「レイアウト設定」をクリック. 
㉒「ページ上部（欄外）」にある「地域区分」を「行」にドラッグして移動. 
㉓「設定して表示を更新」をクリック. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㉔「ダウンロード」をクリックし、ダウンロード設定でファイル形式等を設定の上、データを 
ダウンロード. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダウンロードした統計表を降順にソートすると、年間の支出金額が最も多いのは金沢市であることが

わかる．したがって、正解は c である． 

㉑

㉒ 

㉓

㉔ 

ダウンロードした統計表を
降順にソート 
 アイスクリーム・シャーベットの 
１世帯当たり年間の支出金額
（2019 年） 

資料：家計調査結果（2019 年）
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